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宇都宮美術の現在展
│ 日本画 │ 洋画 │ 版画 │ 彫刻・立体 │ 工芸 │ 書 │ 写真 │

■休館日 ： 月曜日（2月24日（月）は開館）、2月25日（火）、3月21日（金）　■主催 ： 宇都宮美術館、下野新聞社
■協力 ： あけぼの表具店、宇台額縁専門製作所、宇都宮キョー和、書遊松島堂
■観覧料 ： 一般600円（480円）、大学生・高校生400円（320円）、中学生・小学生200円（160円） ※（  ）内は20名以上の団体料金

※身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保健福祉手帳の交付を受けている方とその介護者（1名）は無料。
※宇都宮市在学または在住の高校生以下は無料。 宮っ子の誓いカードまたは学生証をご提示ください。
※毎月第3日曜日（2月16日、3月16日）は「家庭の日」です。 高校生以下の方を含むご家族が来館された場合、企画展観覧料が一般・大学生は半額、高校生以下は無料となります。
※4月1日（市民の日）は、宇都宮市民の方は無料。

2025.2.16（日）　4.6（日） 9:30　17:00 ※入館は16:30まで

第6回



The Present Art Scene of Utsunomiya

宇都宮の美術を紹介する展覧会「第6回 宇都宮美術の現在展」を開催いたします。 この展覧会では、
宇都宮市にゆかりを持ち制作・発表を行っている美術家の近作・新作を紹介します。 7分野を設け、日本
画12点、洋画32点、版画15点、彫刻・立体8点、工芸 19点、書 18点、写真 10点の合計114点（作家同数）
の作品を展示します。 宇都宮とさまざまな関わりを持ちながら日々制作を続けている美術家が、何を
感じ、考え、どう表現しようとしているのか。 それぞれの作品を一堂にご覧いただくことで、現在の宇都宮
美術の一側面が浮かび上がってくることとなるでしょう。

│ 日本画 │ 洋画 │ 版画 │ 彫刻・立体 │ 工芸 │ 書 │ 写真 │

宇都宮美術の現在展第6回

洋　画

版　画

彫刻・立体
市村多眞美 ／ 稲葉　守 ／ 粕谷圭司 ／ 五月女かおる ／ 徳田哲哉 ／ ナカジマミノル ／
花田千絵 ／ 福田順忠

青木　理 ／ 臼田ひとみ ／ 遠藤勇樹 ／ 遠藤由紀子 ／ 加藤昌男 ／ 腰越　子 ／
坂本富男 ／ 鈴木兼一 ／ 髙久　茂 ／ 田坂絹子 ／ 深澤郁男 ／ miiya ／ 三浦麻梨乃 ／
山﨑丈夫 ／ 渡辺　勲　

青木俊子 ／ 青木正子 ／ 赤羽カオル ／ 秋葉直樹 ／ 阿久津壽之 ／ 飯山太陽 ／
石川琢哉 ／ 薄井隆夫 ／ 片桐　剛 ／ 株田昌彦 ／ 熊谷宗一 ／ 胡　婧盈 ／ 小梶恵子 ／
志鳥堯人 ／ 篠﨑良次 ／ 鈴木武雄 ／ 関谷隆志 ／ 髙野明子 ／ 髙橋　新 ／ 多田夏雄 ／
手嶋和子 ／ 冨井綾子 ／ 中山　正 ／ 中山智介 ／ 野原洋一 ／ 平川玲奈 ／ 福田あさ子 ／
藤田貴也 ／ 茂木桂子 ／ 山﨑幹雄 ／ 吉沢　翠 ／ 和田　毅

工　芸
出井麻友美 ／ 宇佐美朱理 ／ カネコマスヲ ／ 川本哲子 ／ 小林暁子 ／ 佐伯守美 ／
田中道子 ／ 谷口直之 ／ 谷口勇三 ／ 土居恭司 ／ 林　香君 ／ 平澤　登 ／ 平山洋子 ／
広沢隆則 ／ 星　温美 ／ 松島さくら子 ／ 宮原楓翠 ／ 宮原隆岳 ／ ん太郎

書
赤澤寧生 ／ 赤澤　豊 ／ 磯　翠茗 ／ 井上都洞 ／ 大浦舟人 ／ 木曽梅邦 ／
久津美碧洋 ／ 五江渕霊水 ／ 斎藤一吼 ／ 櫻井敬朔 ／ 澤田　寛 ／ 篠崎無関 ／
嶋田　周 ／ 塚原秀巌 ／ 日賀野 琢 ／ 松本宜響 ／ 村松太子 ／ 吉田景堂

写　真
青野康廣 ／ 乾　剛 ／ 大手義雄 ／ 鹿野　久 ／ 佐藤國彦 ／ 髙塩定男 ／ 滝原逸郎 ／
田中容之 ／ 福田俊司 ／ 渡邊　昇

【 交通のご案内 】
●JR東京駅から東北新幹線「JR宇都宮駅」下車（約50分）　
●JR宇都宮駅西口5番バス乗り場から関東バス「豊郷台・帝京大学経由宇都宮美術館」行き
終点下車（約25分）
●東北自動車道「宇都宮インターチェンジ」から約10km、「鹿沼インターチェンジ」から約14km
●北関東自動車道「宇都宮上三川インターチェンジ」から約19km

荒井　孝 ／ 阿良山早苗 ／ 川村敏博 ／ 窪井裕美 ／ 杉山寒月 ／ 曽根美咲 ／ 中村晃子 ／
中村寿生 ／ 北條正庸 ／ 谷中美佳子 ／ 山口　昭 ／ 山田武志　

日本画

【 栃木県立美術館のご案内 】
「 よむ あむ うつす 勝城蒼鳳 －人間国宝に訊く竹の道 」

2025年 1月18日（土）～3月23日（日）
※詳細は栃木県立美術館に
お問い合わせください。 tel. 028-621-3566


